
  

敗
戦
直
後
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
行
っ
た
資
料
の
接
収
に
つ
い
て
、
そ
の
事
実
だ
け
は

知
ら
れ
て
い
る
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
自
身
が
立
て
た
計
画
に
基
づ
き
、
復
員
省
史
実
調
査
部

が
行
っ
た
資
料
の
蒐
集
、
聞
き
取
り
、
デ
ー
タ
整
理
、
戦
争
記
録
の
編
纂
に
つ
い
て

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
敗
戦
直
後
の
数
年
間
、
史
実
調
査
部
が
太
平
洋
戦

争
に
関
し
て
行
っ
た
資
料
蒐
集
、
戦
闘
経
緯
や
背
景
の
骨
格
づ
く
り
が
な
け
れ
ば
、

太
平
洋
戦
争
の
戦
史
編
纂
や
研
究
は
、
今
と
は
異
な
る
方
向
に
展
開
し
て
い
た
の
は

違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
。 

間

  

本
論
で
は
、
史
実
調
査
部
の
任
務
に
陸
地
測
量
部
の
後
身
で
あ
る
地
理
調
査
所
が

ど
の
よ
う
に
関
係
し
た
か
を
さ
ぐ
り
な
が
ら
、
史
実
調
査
部
の
調
査
活
動
の
問
題
点

を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
史
実
調
査
部
か
ら
史
実
研
究
所
が
独
立
し
て
い
く
経
緯
を

俯
瞰
す
る
。
ま
た
地
図
は
軍
人
に
と
っ
て
必
需
の
生
活
用
品
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に

記
録
に
残
り
に
く
い
が
、
史
実
調
査
部
か
ら
史
実
研
究
所
へ
の
展
開
に
お
け
る
地
図

の
流
れ
に
焦
点
を
あ
て
て
み
る
。 

    

１ 

史
実
調
査
部
と
地
理
調
査
所 

は
じ
め
に 

三
．
史
実
調
査
部
と
地
図
の
行
方 

田
中
宏
巳 

  

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
十
月
十
二
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
「
戦
争
記
録
調
査
の
指
示
」

（
日
本
国
政
府
宛
命
令
第
一
二
六
号
）
を
発
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
調
査
を
行
う
の

は
陸
海
軍
だ
が
、
作
戦
関
係
で
あ
れ
ば
陸
軍
は
参
謀
本
部
、
海
軍
は
軍
令
部
に
な
る

の
が
陸
海
軍
の
伝
統
で
あ
っ
た
。
し
か
し
開
戦
及
び
敗
戦
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
が
軍
令
機
関
の
参
謀
本
部
、
軍
令
部
で
あ
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
廃
止

の
意
向
で
あ
る
こ
と
が
す
で
に
漏
れ
て
お
り
、
実
際
に
三
日
後
の
十
五
日
に
軍
令
部

が
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
勢
で
あ
っ
た
た
め
、
ま
だ
存
続
の
可
能
性
が
残

さ
れ
て
い
た
陸
海
軍
省
に
そ
れ
ぞ
れ
史
実
調
査
部
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

史
実
調
査
部
は
「
作
戦
、
軍
備
、
技
術
等
史
実
ノ
調
査
ニ
関
ス
ル
コ
ト
」
を
主
な

任
務
と
規
定
さ
れ
、
こ
れ
を
全
国
で
残
務
処
理
を
し
て
い
る
陸
海
軍
諸
機
関
が
後
援

す
る
旨
の
通
達
が
発
せ
ら
れ
た
。 

 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
資
料
提
出
を
求
め
て
い
る
事
実
を
各
機
関
に
周
知
し
、
蒐
集
し
た
資
料

を
滞
り
な
く
史
実
調
査
部
宛
に
提
出
さ
せ
る
態
勢
を
つ
く
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。

な
お
通
達
中
の
「
作
戦
関
係
資
料
蒐
集
委
員
会
」
が
「
史
実
調
査
部
」
の
正
式
名
称

目
下
連
合
軍
ニ
於
テ
ハ
各
種
作
戦
関
係
事
項
ノ
調
査
ヲ
実
施
中
ニ
シ
テ
中
央
ニ

於
テ
ハ
作
戦
関
係
資
料
蒐
集
委
員
会
之
ニ
協
力
中
ナ
ル
処
各
地
ニ
於
テ
連
合
軍

側
ヨ
リ
調
査
ヲ
求
メ
ラ
レ
タ
ル
場
合
ハ
左
ノ
要
領
ニ
依
リ
協
力
ノ
コ
ト
ト
セ
ラ

レ
度 

二 

政
略
、
戦
略
ニ
関
ス
ル
事
項
ハ
特
ニ
中
央
ニ
於
テ
各
種
資
料
ニ
基
キ
処
理

中
ニ
付
此
ノ
種
事
項
ハ
地
方
ニ
テ
処
理
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
中
央
ニ
移
サ

度 

レ

三 

提
供
セ
ル
資
料
ハ
中
央
ニ
於
ケ
ル
史
実
調
査
部
宛
報
告
セ
ラ
レ
度 

一 

為
シ
得
ル
限
リ
正
確
ナ
ル
資
料
ヲ
提
供
ス
ル
コ
ト 

不
正
確
ナ
ル
資
料
ノ
提
供
ハ
連
合
国
側
ノ
調
査
ヲ
混
乱
セ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ズ
我
方
ノ
誠
意
ヲ
疑
ハ
シ
ム
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ト
ナ
ル
特
ニ
留
意
セ
ラ
レ
度 

（
軍
務
一 

第
一
九
一
九
〇
七
号
） 
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Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
指
示
を
重
ね
る
背
景
に
は
二
つ
の
目
的
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
一
つ

は
史
実
調
査
部
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
内
の
戦
史
課
が
進
め
て
い
た
調
査
活
動
の
下
請
け
機
関
に

す
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
ア
メ
リ
カ
本
国
で
始
ま
っ
た
各
種
戦
争
調
査
活
動
や
陸
海

軍
の
戦
史
編
纂
機
関
が
行
う
戦
史
編
纂
の
た
め
に
、
関
係
資
料
を
提
供
さ
せ
る
こ
と

二
つ
で
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
に
伴
い
史
実
調
査
部
も
陸
海
軍
省
か
ら
第
一
・
二
復
員
省
に
移
さ
れ
た
。
日

本
側
の
態
勢
が
整
う
の
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
年
末
の
二
十
五
日

と
翌
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
一
月
二
十
一
日
に
太
平
洋
戦
史
に
関
す
る
「
日
本
戦

史
」
編
纂
の
覚
書
を
両
復
員
省
に
手
交
し
、
関
係
資
料
の
蒐
集
と
整
理
に
当
た
る
よ

う
に
指
示
し
た
。
前
引
の
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
十
月
十
二
日
付
「
戦
争
記
録

調
査
の
指
示
」
を
一
歩
踏
み
込
ん
だ
関
係
資
料
の
蒐
集
を
命
じ
、
調
査
態
勢
づ
く
り

を
急
が
せ
る
意
図
が
明
確
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
準
備
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
再
び
Ｇ
Ｈ
Ｑ
命
令
に
よ
り
、
十
一
月

三
十
日
付
け
で
参
謀
本
部
が
、続
い
て
翌
十
二
月
一
日
付
で
陸
海
軍
省
が
廃
止
さ
れ
、

第
一
・
二
復
員
省
の
設
置
と
い
う
劇
的
な
組
織
改
廃
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
第

一
・
二
復
員
省
は
、
そ
れ
ま
で
陸
海
軍
省
が
行
っ
て
き
た
終
戦
処
理
業
務
を
引
き
継

ぐ
だ
け
で
な
く
、
明
治
初
期
か
ら
続
い
て
き
た
陸
海
軍
の
諸
業
務
の
清
算
を
も
合
わ

せ
行
う
機
関
に
な
っ
た
。 

で
あ
る
。
元
来
日
本
側
が
独
自
に
戦
史
編
纂
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ

た
の
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
示
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
復
員
省
の
組
織
に
組
み
入
れ
協
力
機

関
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

の

  

史
実
調
査
部
が
設
置
さ
せ
る
と
、「
目
下
連
合
軍
司
令
部
ヨ
リ
大
東
亜
戦
争
ニ
関
ス

ル
各
種
緊
急
調
査
要
求
山
積
シ
ア
ル
」（
軍
務
第
一
第
二
一
五
号
）
の
よ
う
な
忙
し
さ

に
な
り
、「
調
査
部
部
員
ノ
サ
ー
ビ
ス
ニ
徹
底
シ
資
料
捜
シ
ノ
為
労
力
時
間
ヲ
徒
費
サ

セ
ヌ
コ
ト
」
及
び
「
成
可
ク
速
ニ
今
次
戦
争
関
係
資
料
ヲ
整
理
シ
調
査
部
部
員
執
筆

ニ
当
リ
迅
速
ニ
且
ツ
脱
漏
ナ
ク
之
ヲ
提
供
シ
得
ル
態
勢
ヲ
整
エ
ル
」
必
要
性
が
痛
感

れ
、
部
員
の
増
員
、
関
係
者
リ
ス
ト
の
作
成
、
資
料
の
蒐
集
と
整
理
が
急
が
れ
た
。 

  

こ
れ
に
よ
り
史
実
調
査
部
の
編
纂
業
務
に
必
要
と
さ
れ
る
地
図
類
が
、
地
理
調
査

所
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
へ
の
協
力

勢
を
急
い
で
整
備
し
た
こ
と
も
読
み
と
れ
る
。 

さ

  

陸
軍
戦
史
の
調
査
に
は
地
図
が
不
可
欠
な
こ
と
は
付
言
す
る
ま
で
も
な
い
。
敗
戦

直
後
、
長
野
県
松
本
市
郊
外
に
疎
開
し
て
い
た
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
は
い
っ
た
ん

廃
止
さ
れ
、
新
た
に
内
務
省
地
理
調
査
所
と
し
て
再
出
発
し
て
い
た
が
、
陸
地
測
量

部
が
作
製
し
た
地
図
と
、
そ
の
た
め
の
知
識
と
経
験
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ

り
な
い
。「
渡
辺
正
氏
資
料
」
の
三
―
二
「
地
理
調
査
所
関
係
事
項
中
担
任
実
施
業
務

概
容
」
に
、
史
実
調
査
部
の
調
査
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
記

事
が
見
え
る
。 

態

  

陸
軍
省
の
あ
と
を
引
き
継
い
だ
第
一
復
員
省
に
は
、
は
じ
め
陸
軍
省
関
係
者
が
多

く
配
置
さ
れ
、
作
戦
計
画
の
立
案
と
実
施
を
行
っ
た
参
謀
本
部
関
係
者
の
入
る
余
地

は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
調
査
命
令
は
作
戦
戦
闘
に
関
す
る
も
の
が
圧
倒

三
、
終
戦
事
務
ニ
伴
フ
聯
合
軍
指
令
ノ
作
業
ニ
関
ス
ル
事
項 

３
．
資
料
整
備
ニ
関
ス
ル
事
項 

１
．
戦
史
編
纂
ニ
要
ス
ル
各
種
地
図
ノ
整
備 

２
．
各
種
連
合
軍
ノ
指
令
ニ
ヨ
ル
作
業
用
地
図
ノ
整
備 

現
在
実
行
中
ノ
事
項 

支
那
満
洲
ノ
地
理
、
地
質
、
経
済
状
況
等
ノ
調
査 
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設
置
当
初
の
史
実
調
査
部
の
状
況
に
つ
い
て
、
復
員
省
記
録
は
「
約
五
〇
名
の
職

員
ヲ
以
テ
史
実
調
査
部
ヲ
構
成
シ
作
戦
関
係
及
政
策
関
係
ヲ
取
纏
メ
中
ナ
リ
」（「
戦

争
調
査
会
資
料
綴 
三
」
防
衛
研
究
所
所
蔵
）
と
、
第
二
復
員
省
史
実
調
査
部
の
二
倍

近
い
陣
容
で
発
足
し
て
い
る
。
し
か
し 

 

と
こ
ろ
が
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
十
月
末
に
ア
メ
リ
カ
陸
軍
省
の
直
轄
機
関

で
あ
る
Ｗ
Ｄ
Ｃ
（W

ashington D
ocum

ent Center

）
が
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
来
日
し
、

ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
作
戦
即
ち
陸
海
軍
文
書
資
料
接
収
作
戦
を
開
始
し
た
。
接
収
作
戦

は
広
範
囲
か
つ
徹
底
的
で
あ
っ
た
。「
昭
和
二
十
年
度 

情
報
綴
」（
防
衛
研
究
所
所

蔵
）
の
「
二 

今
後
処
理
ヲ
要
ス
ル
業
務
ノ
概
要
」
の
「
８
、
史
実
調
査
業
務
ニ
就

に
、 

と
あ
る
よ
う
に
、
史
実
調
査
部
が
戦
史
調
査
及
び
戦
史
編
纂
を
進
め
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
戦
史

課
、
ア
メ
リ
カ
本
国
の
各
機
関
か
ら
戦
史
に
関
す
る
調
査
を
依
頼
さ
れ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

下
請
け
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｗ
Ｄ
Ｃ
の
接
収
活
動
か
ら
無
縁
で
は
な
か
っ

た
。 

的
に
多
く
、
史
実
調
査
部
員
に
ど
う
し
て
も
参
謀
本
部
出
身
者
が
必
要
に
な
っ
た
。 

と
、
戦
後
の
機
密
文
書
類
の
大
量
焼
却
に
伴
う
資
料
不
足
が
影
響
し
、
満
足
す
べ
き

回
答
が
出
せ
な
い
状
態
を
間
接
的
に
伝
え
て
い
る
。 

テ
」

    

本
業
務
ハ
極
メ
テ
広
汎
ナ
ル
ニ
拘
ラ
ス
重
要
資
料
殆
ン
ト
焼
炎
シ
、
加
之
蒐
集

保
管
資
料
ヲ
モ
年
初
押
収
セ
ラ
ル
ル
ア
リ 

極
メ
テ
詳
細
具
体
的
且
統
計
的
軍
事
諸
資
料
ノ
提
供
ヲ
要
求
シ
来
リ
今
後
益
々

増
加
ノ
傾
向
ナ
リ
。
終
戦
当
時
一
切
ノ
書
類
ヲ
焼
却
セ
ル
ト
関
係
者
ノ
不
在
現

地
ト
ノ
連
絡
不
如
意
等
ニ
ヨ
リ
調
査
事
務
ハ
真
ニ
困
難
ヲ
極
メ
…
… 

 

史
実
調
査
部
に
Ｗ
Ｄ
Ｃ
の
手
が
延
び
た
の
は
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
一
月

の
こ
と
ら
し
く
、
こ
の
頃
か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
日
本
国
内
か
ら
重
要
資
料
を
持
ち
出
す

Ｗ
Ｄ
Ｃ
に
不
満
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
協
力
的
姿
勢
を
変
え
は
じ
め
た
。
し
か
し
Ｗ

Ｄ
Ｃ
は
、
五
ヶ
月
間
の
接
収
活
動
で
七
十
万
点
、
七
千
ト
ン
の
リ
バ
テ
ィ
ー
船
一
隻

分
の
文
書
類
を
接
収
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
校
外
の
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
の
倉
庫
に
搬
送
し

た
。
こ
れ
ら
資
料
は
ほ
と
ん
ど
何
に
も
利
用
さ
れ
ず
、
十
三
年
後
に
一
部
を
日
本
に

返
還
し
た
も
の
の
、
他
は
ア
メ
リ
カ
国
内
で
散
逸
し
た
（
田
中
、
一
九
九
五
、
十
四
―

一
七
頁
）。
Ｗ
Ｄ
Ｃ
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
作
戦
は
無
目
的
か
つ
無
益
な
作
戦
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
だ
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
Ｗ
Ｄ
Ｃ
の
使
命
や
目
的
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
の

う
な
ず
け
る
。 

も

  

Ｗ
Ｄ
Ｃ
は
、
東
京
八
王
子
市
柚
木
倉
庫
に
あ
っ
た
陸
軍
省
日
誌
『
大
日
記
』
類
、

山
梨
県
韮
崎
に
あ
っ
た
海
軍
省
功
績
調
査
部
の
戦
闘
詳
報
類
、
横
浜
市
大
倉
に
あ
っ

た
軍
令
部
の
艦
艇
航
海
日
誌
類
な
ど
の
最
高
位
の
価
値
を
有
す
る
資
料
を
根
こ
そ
ぎ

接
収
し
た
。
だ
が
こ
の
中
に
は
、
長
野
県
松
本
市
郊
外
に
疎
開
し
て
い
た
旧
陸
地
測

量
部
の
地
図
類
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
Ａ
Ｍ
Ｓ
（Arm

y M
ap Service

）
も
日

本
国
内
で
地
図
資
料
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
た
が
、
旧
陸
地
測
量
部
の
資
料
や

器
材
に
手
を
つ
け
て
い
な
い
。
Ｗ
Ｄ
Ｃ
は
陸
海
軍
資
料
だ
け
で
な
く
、
お
よ
そ
戦
争

に
関
係
す
る
資
料
で
あ
れ
ば
何
で
も
接
収
対
象
と
し
た
か
ら
、
満
鉄
東
京
支
社
、
東

亜
研
究
所
、
東
亜
経
済
研
究
所
等
の
非
軍
事
機
関
も
接
収
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
う
な
る
と
陸
地
測
量
部
が
地
理
調
査
所
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
接

収
さ
れ
る
危
険
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
Ｗ
Ｄ
Ｃ
に
対
抗
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
内
か

ら
の
強
い
動
き
か
け
が
あ
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
地
理
調
査
所
の
調
査
に
当

た
っ
た
の
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
工
兵
部
の
み
で
、
Ｗ
Ｄ
Ｃ
の
接
触
を
示
す
兆
候
が
見
当
た
ら
な

い
の
も
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
画
策
を
否
定
で
き
な
い
。 
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調
査
適
任
者
ノ
選
定
亦
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
ス
、
業
務
実
行
ノ
前
途
ニ
多
大
ノ
苦
慮

無
キ
ニ
ア
ラ
ス
ト
雖
モ
、
所
在
資
料
又
ハ
個
人
ノ
手
記
回
想
等
ノ
収
集
ニ
努
メ

任
務
ヲ
遂
行
セ
ン
… 

 

参
謀
本
部
に
お
け
る
作
戦
計
画
の
立
案
と
実
施
の
中
枢
は
作
戦
課
で
、
作
戦
計
画

の
実
質
的
決
定
者
は
そ
の
課
長
で
あ
っ
た
。
開
戦
直
前
を
含
め
て
二
年
九
ヶ
月
間
の

長
き
に
わ
た
り
、
課
長
の
任
に
あ
っ
た
の
が
服
部
卓
四
郎
大
佐
（
一
九
〇
一
―
一
九

六
〇
年
）
で
あ
っ
た
。
服
部
は
、
太
平
洋
戦
争
の
三
年
九
ヶ
月
間
の
う
ち
、
途
中
昭

和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
十
二
月
か
ら
十
八
（
一
九
四
三
）
年
九
月
ま
で
陸
軍
大
臣
秘

書
官
と
な
り
、こ
の
期
間
だ
け
作
戦
の
中
枢
か
ら
は
ず
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

首
相
兼
内
相
兼
陸
相
の
東
條
の
側
近
と
し
て
背
後
で
作
戦
立
案
に
関
与
し
て
い
た
の

は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
参
謀
本
部
関
係
者
で
服
部
以
上
に
作
戦
計
画
に
つ
い
て
精

通
し
て
い
た
も
の
は
ほ
か
に
な
く
、
資
料
不
足
の
補
填
に
つ
い
て
彼
に
勝
る
人
物
は

な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。 

と
あ
る
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

  
Ｗ
Ｄ
Ｃ
に
資
料
を
接
収
さ
れ
、
史
実
調
査
部
の
調
査
活
動
は
益
々
や
り
に
く
く
な

っ
た
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
浮
上
し
た
の
が
、
作
戦
計
画
の
関
係
者
を
史
実
調
査
部

に
入
れ
、
資
料
不
足
を
証
言
や
記
憶
で
補
填
す
る
も
の
だ
あ
っ
た
。
前
引
の
「
昭
和

二
十
年
度
情
報
綴
」
の
続
き
に
、 

い

  

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
は
、
経
歴
上
利
用
価
値
の
大
き
い
人
物
に
つ
い
て
所
属
部
隊
の
復
員
に

先
だ
っ
て
帰
還
さ
せ
る
事
例
が
あ
っ
た
。
服
部
は
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
二
月

に
第
六
十
五
連
隊
長
と
し
て
中
国
戦
線
に
転
出
し
、
敗
戦
の
直
前
、
第
十
三
師
団
の

後
退
作
戦
に
従
事
し
、
作
戦
の
し
ん
が
り
と
し
て
中
国
湖
南
省
衡
陽
に
あ
り
、
そ
の

ま
ま
中
国
で
収
容
所
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
特
別
命
令
に
よ
っ
て
一
足

先
に
帰
国
し
た
（
井
本
、
二
〇
〇
四
、
七
六
―
七
頁
）。
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年

十
月
に
史
実
調
査
部
長
を
命
じ
ら
れ
、
翌
年
五
月
か
ら
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
戦
史
課
勤
務
に
も

な
っ
て
い
る
。
史
実
調
査
部
員
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
戦
史
課
勤
務
に
な
っ
て
い
た
例
は
ほ
か
に

も
あ
る
が
、
史
実
調
査
部
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
戦
史
課
の
関
係
が
ど
う
な
っ
て
い
た
か
わ
か
ら

な
い
点
が
多
い
。 

 

服
部
の
着
任
に
よ
っ
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
調
査
命
令
に
機
敏
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
調
査
報
告
書
を
効
率
的
に
仕
上
げ
る
態
勢
が
で
き
た
。
報
告
書
は
昭
和
二
十
六

（
一
九
五
一
）
年
九
月
の
講
和
条
約
締
結
後
ま
で
提
出
し
続
け
ら
れ
、
総
数
三
九
五

件
に
達
し
て
い
る
。
服
部
が
席
を
置
い
た
復
員
庁
は
、
そ
の
後
、
第
一
復
員
局
、
厚

生
省
第
一
復
員
局
、
同
復
員
局
、
引
揚
援
護
庁
、
厚
生
省
引
揚
援
護
局
、
同
援
護
局

と
名
称
と
組
織
替
え
を
繰
り
返
し
た
。
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
十
二
月
、
引

揚
援
護
庁
復
員
局
資
料
整
理
課
長
を
最
後
に
服
部
は
職
を
辞
し
、
自
ら
史
実
研
究
所

を
開
設
し
て
所
長
に
つ
い
た
。
お
そ
ら
く
調
査
業
務
も
ピ
ー
ク
を
越
し
、
残
務
整
理

期
に
入
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。 

 

な
お
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
六
月
に
復
員
局
が
改
組
さ
れ
て
開
庁
し
た
引

揚
援
護
庁
の
組
織
は
四
局
構
成
で
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
復
員
局
の
下
に
資
料
整
理
課

が
あ
っ
た
。
そ
の
任
務
を
見
る
と
、「
連
合
軍
の
要
求
に
基
く
史
実
資
料
の
調
製
及
び

整
理
に
関
す
る
事
務
」
と
あ
る
の
で
、
史
実
調
査
部
が
縮
小
格
下
げ
さ
れ
、
名
称
ま

で
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
引
揚
援
護
庁
編
、
一
九
五
〇
、
五
―
八
頁
）。

井
本
熊
男
の
前
出
回
想
に
、
史
実
調
査
部
長
の
名
称
が
い
つ
の
間
に
資
料
整
理
課
長

に
変
わ
っ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
（
井
本
、
二
〇
〇
四
、
一
〇
三
頁
）
の
も
、
部
長
か

ら
課
長
へ
の
格
下
げ
と
い
う
よ
り
も
、
業
務
の
減
少
と
組
織
の
縮
小
に
と
も
な
う
変

更
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
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次
に
「
戦
史
資
料
」
に
収
め
ら

た
「
中
央
」
の
項
目
か
ら
一
例
を
抜
粋
す
る
と
、 

  
服
部
が
資
料
整
理
課
を
去
っ
た
一
年
後
に
、
同
課
は
こ
れ
ま
で
に
作
製
さ
れ
た
報

告
書
の
リ
ス
ト
を
「
連
合
軍
司
令
部
ノ
質
問
ニ
対
ス
ル
戦
史
関
係
回
答
書
類
索
引
目

録
」（
防
衛
研
究
所
蔵
）
と
題
し
て
ま
と
め
た
。「
戦
史
資
料
」、「
編
制
及
人
員
関
係

資
料
」
の
二
分
野
に
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
中
央
、
本
土
、
北
方
（
北
海
道
・
樺

太
・
千
島
）、
満
洲
、
朝
鮮
、
支
那
、
台
湾
・
沖
縄
、
中
部
太
平
洋
、
比
島
、
仏
印
・

泰
、
緬
甸
、
南
西
方
面
、
濠
北
方
面
、
南
東
太
平
洋
方
面
、
其
他
南
方
地
域
、
其
他
、

空
中
央
、
航
空
其
他
」
の
項
目
に
分
類
し
て
い
る
。 

航

  

報
告
書
三
九
五
件
の
う
ち
二
五
五
件
に
つ
い
て
は
、
提
出
さ
れ
た
年
月
日
が
付
記

さ
れ
て
い
る
。
各
年
の
作
成
状
況
を
見
る
た
め
に
、
概
数
を
ま
と
め
て
み
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。 

    

〇
太
平
洋
戦
争
間
に
於
け
る
元
陸
海
軍
軍
人
軍
属
の
戦
死
者
及
戦
傷
者
の
人
員

に
関
す
る
件 

〇
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
現
在
に
於
け
る
海
外
の
旧
陸
軍
兵
力
に
つ
い
て 

〇
自
昭
和
五
年
至
昭
和
二
十
年
間
年
次
別
部
隊
数
及
兵
力
数
一
覧
表 

〇
自
大
正
十
三
年
至
昭
和
十
六
年
間
に
於
け
る
日
本
陸
軍
地
上
兵
力
拡
張
状
況

に
関
す
る
件 

〇
日
本
陸
軍
編
組
概
見
表
（
終
戦
時
） 

れ

〇
参
謀
本
部
機
構
機
能
図
表 

件
数

年
（

昭
和
）

41 20

35 21

33 22

28 23

33 24

18 25

20 26

27 27

20 28

 

史
実
調
査
部
は
、
地
図
の
蒐
集
及
び
兵
要
地
誌
関
係
報
告
書
の
作
製
を
地
理
調
査

 

陸
軍
戦
史
編
纂
に
と
っ
て
、
最
も
基
本
的
資
料
の
一
つ
は
地
図
類
だ
が
、
そ
れ
に

関
連
す
る
の
は
、「
戦
史
資
料
」
の
索
引
番
号
第
五
十
五
の
「
兵
要
地
誌
関
係
書
類
目

録
」
の
み
で
あ
る
。 

  

こ
れ
ら
の
例
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
調
査
要
求
が
戦
史
編
纂
に
と
っ
て
最
も
基
礎

的
事
項
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
専
門
的
内
容
に
係
わ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。史
実
調
査
部
の
任
務
は
資
料
の
蒐
集
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
へ
の
提
出
で
は
な
く
、

む
し
ろ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
高
度
な
専
門
的
戦
争
調
査
の
た
め
に
、
信
頼
に
足
る
資
料
に
裏
付

け
ら
れ
た
回
答
（
報
告
書
）
の
提
出
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
裏
付
け
に
使
わ
れ
た
資
料
、

例
え
ば
地
図
類
の
提
出
で
は
な
く
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
命
令
で
求
め
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
信
頼
に
足
る
資
料
に
基
づ
い
て
作
製
さ
れ
た
報
告
書
の
提
出
で
あ
っ
た
。 

報
告
書
の
元
は
「
渡
辺
正
氏
資
料
」
の
四
―
一
に
も
あ
る
「
兵
要
地
理
調
査
ニ
関

ス
ル
回
答
資
料
」
の
「
兵
要
地
理
調
査
ノ
要
領
」「
兵
要
地
理
的
研
究
資
料
ノ
発
刊
物

ノ
概
要
ニ
就
テ
」（
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
四
月
十
五
日
提
出
）
で
あ
り
、「
兵

要
地
誌
調
製
書
類
目
録
ノ
一
例
」
が
目
録
の
元
で
あ
る
。
目
録
の
末
尾
に
「
以
上
ハ

調
製
セ
ル
モ
ノ
ノ
一
部
ニ
シ
テ
大
部
分
ハ
終
戦
直
後
大
部
分
焼
却
シ
其
ノ
残
部
及
記

憶
ニ
ア
ル
モ
ノ
ヲ
記
述
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
る
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
さ
れ
た
も
の

は
、
こ
れ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。 

〇
陸
海
軍
の
歳
出
に
つ
い
て
（
自
大
正
十
年
至
昭
和
二
十
年
間
）
及
日
本
政
府
の

戦
費
に
つ
い
て 

〇
太
平
洋
戦
争
間
陸
軍
に
て
使
用
せ
る
船
舶
月
別
表
及
消
耗
表 

〇
支
那
事
変
間
に
於
け
る
元
陸
軍
軍
人
軍
属
の
戦
死
者
及
戦
傷
者
の
人
員
に
関

す
る
件 
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史
実
調
査
部
の
報
告
書
リ
ス
ト
に
「
新
作
戦
記
録
編
纂
計
画
」、「
新
作
戦
記
録
編

纂
頁
数
概
数
」、「
旧
作
戦
記
録
頁
数
調
査
表
」、「
未
提
出
作
戦
記
録
提
出
予
定
」、「
新

に
編
纂
す
る
作
戦
記
録
提
出
予
定
表
」
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
冒
頭
に
紹
介
し
た
昭

和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
十
月
十
二
日
付
の
「
戦
争
記
録
調
査
の
指
示
」（
日
本
国
政

府
命
令
第
一
二
六
号
）
に
よ
り
、
陸
軍
省
及
び
同
参
謀
本
部
の
所
有
す
る
歴
史
的
諸
記

録
と
公
式
記
録
が
復
員
省
に
移
管
さ
れ
、
同
省
が
こ
れ
ら
記
録
に
基
づ
い
て
戦
争
（
作

戦
）
記
録
を
作
製
す
る
こ
と
に
な
り
、
復
員
省
（
局
）
が
ま
と
め
た
「
戦
争
記
録
」

に
関
す
る
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
、
添
え
書
き
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
残
念
な

が
ら
「
戦
争
記
録
」
目
録
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
何
点
の
記
録
が
作
成
さ
れ
た
か

か
ら
な
い
。 

所
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
調
査
に
必
要
な
地
図
も
、
の

ち
に
は
じ
ま
る
「
戦
争
記
録
」
の
編
纂
に
必
要
な
地
図
類
も
、
参
謀
本
部
に
も
ま
だ

残
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、「
渡
辺
正
氏
資
料
」
の
上
記
三
―
二
「
地
理
調
査
所
関

係
事
項
中
担
任
実
施
業
務
概
容
」
に
あ
る
よ
う
に
地
理
調
査
所
の
協
力
に
よ
っ
て
多

く
が
賄
わ
れ
た
。
調
査
報
告
の
中
に
部
隊
や
砲
台
の
配
置
表
な
ど
地
図
な
し
で
は
回

答
で
き
な
い
も
の
が
多
数
あ
り
、
史
実
調
査
部
が
地
理
調
査
所
の
協
力
を
得
な
が
ら

作
業
を
進
め
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
て
い
る
。 

  

２ 

「
戦
争
記
録
」
編
纂
と
史
実
研
究
所 

わ

  

史
実
調
査
部
の
「
戦
争
記
録
」
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
戦
史
課
が
史
実
調
査
部
に
編
纂
を
依

頼
し
て
は
じ
ま
っ
た
も
の
か
、
す
で
に
史
実
調
査
部
が
進
め
て
い
た
編
纂
事
業
に
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
戦
史
課
が
相
乗
り
し
て
き
た
も
の
か
、
詳
し
い
事
情
は
わ
か
ら
な
い
。「
戦
争

記
録
」
は
昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
頃
ま
で
に
大
部
分
が
編
纂
を
終
え
、
ア
メ

リ
カ
だ
け
で
な
く
イ
ギ
リ
ス
に
も
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
森
安
彦
ほ

か
、
一
九
九
七
、
三
、
渡
辺
、
一
九
九
八
）。
ア
メ
リ
カ
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、
国

務
省
経
由
で
米
国
議
会
図
書
館
ア
ジ
ア
課
に
保
管
さ
れ
た
。
こ
れ
を
米
国
議
会
図
書

館
の
吉
村
氏
が
、Japanese Governm

en
 Docum

ents and Censored 
Publications , 

（Yoshim
ura, 1992

）（
以
下
、『
米
国
議
会
図
書
館
目
録
』
と
す
る
）

と
し
て
ま
と
め
た
。
そ
の
解
説
文
に
は
、 

 
 

本
作
戦
記
録
に
あ
る
基
礎
資
料
は
元
将
校
に
よ
っ
て
作
製
せ
ら
れ
た
…
此
等
元

将
校
は
作
戦
間
大
兵
団
内
の
指
揮
に
当
り
或
は
参
謀
系
統
に
属
し
た
も
の
…
当

時
の
命
令
、
計
画
、
部
隊
日
誌
等
（
原
本
）
の
大
部
は
作
戦
間
乃
至
空
襲
中
に

滅
失
為
に
そ
の
数
少
な
く
…
殊
に
…
殊
に
軍
務
局
及
び
作
戦
部
に
あ
る
べ
き
兵

力
に
関
す
る
正
式
記
録
を
全
く
欠
如
し
て
ゐ
た
…
然
し
重
要
な
命
令
、
計
画
、

概
算
等
の
多
く
は
記
憶
に
よ
っ
て
再
生
さ
れ
、
従
っ
て
原
本
と
一
字
一
句
同
一

と
は
云
へ
な
い
が
そ
れ
は
概
し
て
正
確
且
信
拠
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
思
は

れ
る

 。

あ
る
（Yoshim

ura, 1992, p.202

）。 

と

 

記
録
不
在
を
関
係
者
の
聞
き
取
り
で
補
填
し
た
の
が
、
史
実
調
査
部
が
作
成
し
た

「
戦
争
記
録
」の
特
徴
で
あ
る
。「
概
し
て
正
確
」と
い
う
表
現
が
当
を
得
て
妙
だ
が
、

の
ち
に
編
纂
が
は
じ
ま
る
防
衛
庁
戦
史
室
の
「
戦
史
叢
書
」
も
資
料
の
完
全
確
保
が

不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、聞
き
取
り
で
補
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。史
実
調
査
部
は
、

資
料
不
足
を
敗
戦
直
後
の
復
員
兵
聞
き
取
り
調
査
で
補
っ
た
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
帰
還

直
後
の
復
員
兵
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ
た
の
か
記
録
が
な
い
。
お
そ
ら
く
十
万
名
を

超
す
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
ず
っ
と
多
か
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
こ
れ
に
対

t
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し
て
「
戦
史
叢
書
」
は
、
資
料
不
足
を
四
万
一
千
点
の
米
国
返
還
資
料
と
昭
和
三
十

一
（
一
九
五
六
）
年
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
一
万
五
千
六
十
六
名
に

達
す
る
面
接
調
査
で
補
っ
た
（
防
衛
研
究
所
、
一
九
八
八
、
一
〇
三
頁
）。
時
間
的
制

約
が
大
き
く
、
米
軍
の
調
査
活
動
用
に
提
出
す
る
報
告
書
で
あ
っ
た
史
実
調
査
部
の

「
戦
争
記
録
」
と
、
日
本
政
府
の
公
式
戦
争
記
録
と
し
て
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て

編
纂
さ
れ
た
戦
史
叢
書
と
の
比
較
に
は
無
理
が
あ
る
が
、
両
者
と
も
資
料
不
足
の
補

填
策
を
聞
き
取
り
に
お
い
た
点
で
共
通
し
て
い
る
。
史
実
調
査
部
は
戦
争
直
後
の
多

数
の
復
員
兵
を
対
象
と
し
た
の
に
対
し
て
、
戦
史
室
は
か
な
り
年
月
を
経
て
か
ら
上

位
か
ら
下
位
ま
で
の
指
揮
官
ク
ラ
ス
を
対
象
に
し
た
、
と
い
っ
た
相
違
の
あ
る
こ
と

け
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

だ

  

『
米
議
会
図
書
館
目
録
』
の
「
戦
争
記
録
」
は
Ｍ
Ｏ
Ｊ
六
一
、
同
六
二
（Yoshim

ura, 

1992, pp.202-229

）
と
し
て
整
理
さ
れ
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
は
全
一
四
リ
ー
ル
）、

総
数
二
二
五
件
に
な
る
。
百
頁
以
下
の
も
の
も
あ
る
が
、
大
半
は
百
頁
以
上
、
三
百

頁
を
超
す
も
の
も
少
な
く
な
い
。
戦
闘
の
規
模
、
期
間
等
に
よ
り
差
が
出
る
の
は
や

む
を
え
な
い
が
、
満
州
や
本
土
の
戦
備
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
最
も
長
期
化
し
戦

闘
も
激
し
か
っ
た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
や
ソ
ロ
モ
ン
戦
に
関
す
る
記
録
が
僅
か
し
か
な

い
の
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
の
要
求
が
必
ず
し
も
全
戦
線
に
わ
た
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
偏
重
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
詳
細
な
作
戦
戦
闘

に
関
す
る
記
述
は
、
十
分
な
裏
付
け
と
客
観
的
実
証
に
つ
と
め
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る

に
十
分
で
あ
る
。
ま
た
戦
史
上
に
し
か
現
れ
な
い
局
部
の
地
名
や
地
形
の
説
明
は
、

帰
還
兵
の
も
た
ら
し
た
要
図
や
証
言
だ
け
で
な
く
、
広
範
囲
か
つ
細
部
に
わ
た
る
地

図
な
く
し
て
は
不
可
能
で
、
史
実
調
査
部
に
必
要
な
地
図
類
が
揃
っ
て
い
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。 

 

昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
三
月
に
鱒
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
大
東
亜
戦
争

全
史
』（
服
部
、
一
九
五
三
―
一
九
五
六
）
は
、
戦
後
我
国
最
初
の
本
格
的
戦
史
で
あ

っ
た
。
原
稿
は
前
年
の
秋
、
す
な
わ
ち
服
部
が
ま
だ
引
揚
援
護
庁
資
料
整
理
課
に
い

た
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
秋
に
は
仕
上
が
っ
て
い
た
は
ず
で
、
の
ち
に
グ
ル

ー
プ
を
形
成
す
る
仲
間
た
ち
と
分
担
を
決
め
、
調
査
と
執
筆
に
取
り
組
ん
で
い
た
と

推
測
さ
れ
る
。
そ
う
な
る
と
復
員
局
つ
ま
り
史
実
調
査
部
が
蒐
集
し
た
資
料
を
活
用

す
る
だ
け
で
な
く
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
し
た
報
告
書
や
「
戦
争
記
録
」
も
最
大
限
に
利

用
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
米
陸
軍
省
戦
史
部
の
ル
イ
ス
・
モ
ー
ト

ンLouis M
orton

の
『
戦
略
と
統
帥
』（M

orton, 1962. p.67

）
も
こ
の
関
係
に
つ

い
て
よ
く
知
り
、
英
訳
さ
れ
た
『
大
東
亜
戦
争
全
史
』
に
つ
い
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出

  

こ
れ
ら
の
中
に
は
、
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
に
復
員
局
を
去
っ
た
服
部
が
翌
年
四

月
に
東
京
市
ヶ
谷
に
設
立
し
た
史
実
研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ
に
名
を
連
ね
て
い
る
も
の

が
多
い
。
彼
ら
は
周
囲
か
ら
「
服
部
グ
ル
ー
プ
」
と
呼
ば
れ
、
大
作
『
大
東
亜
戦
争

全
史
』
を
出
版
し
た
ほ
か
、
日
本
再
軍
備
計
画
の
素
案
づ
く
り
に
奔
走
し
た
。 

  

な
お
『
米
国
議
会
図
書
館
目
録
』
に
み
え
る
「
戦
争
記
録
」
か
ら
、
約
五
十
名
に

の
ぼ
る
と
さ
れ
る
史
実
調
査
部
の
部
員
及
び
嘱
託
の
一
部
氏
名
を
明
ら
か
に
し
て
お

く
。 

服
部
卓
四
郎
、
石
割
平
造
、
堀
場
一
雄
、
藤
原
岩
市
、
原
四
郎
、
秋
山
紋
次
郎
、

山
口
二
三
、
橋
本
正
勝
、
田
中
耕
二
、
青
島
良
一
郎
、
板
垣
徹
、
新
井
健
、
羽

場
安
信
、
水
町
勝
城
、
石
井
正
美
、
山
田
成
利
、
小
川
逸
、
猪
野
正
、
深
谷
利

光
、
岩
野
正
隆
、
多
田
督
知
、
内
藤
進
、
宮
子
実
、
佐
藤
勝
雄
、
林
三
郎
、
中

島
義
雄
、
佐
藤
徳
太
郎
、
和
田
盛
哉
、
岡
田
安
次
、
橋
本
正
勝
、
田
島
憲
邦
、

…
… 
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敗
戦
直
前
、
前
述
の
よ
う
に
服
部
自
身
は
大
陸
打
通
作
戦
の
後
始
末
の
た
め
に
中

国
南
部
に
あ
り
、
文
書
の
秘
匿
に
つ
い
て
指
示
を
出
せ
る
立
場
に
い
な
か
っ
た
し
、

戦
地
に
あ
っ
て
秘
匿
の
事
実
を
知
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
帰
国
後
、
史
実
調
査

部
長
に
就
任
し
て
か
ら
こ
れ
ら
秘
匿
資
料
の
存
在
を
知
ら
さ
れ
、
自
宅
へ
の
持
ち
込

み
を
密
か
に
進
め
た
。
こ
れ
ら
秘
匿
記
録
を
基
に
「
戦
争
記
録
」
を
執
筆
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
か
ら
、
史
実
調
査
部
の
作
業
と
は
別
に
服
部
と
『
大
東
亜
戦
争
全
史
』

を
執
筆
す
る
者
が
、
史
実
調
査
部
で
の
成
果
を
活
用
し
な
が
ら
秘
匿
資
料
を
駆
使
し

て
『
大
東
亜
戦
争
全
史
』
の
執
筆
に
当
た
っ
た
。
完
成
に
は
海
軍
大
佐
大
前
敏
一
の

協
力
が
大
き
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
井
本
、
二
〇
〇
四
、
九
五
頁
）。   

し

  
本
書
に
は
、「
戦
争
記
録
」
に
は
見
え
な
い
「
機
密
戦
争
日
誌
」、「
大
本
営
政
府
連

絡
会
議
審
議
録
」。「
大
本
営
政
府
連
絡
会
議
決
定
綴
」、「
御
前
会
議
議
事
録
」
と
い

っ
た
最
重
要
な
文
書
類
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
終
戦
経
緯
の
中
で
当
然

焼
却
処
分
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
書
類
が
、
陸
軍
省
や
参
謀
本
部
の
担
当

将
校
に
よ
っ
て
密
か
に
持
ち
出
さ
れ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
目
を
盗
ん
で
東
京
立
川
の
農
家
の

納
屋
、
神
奈
川
県
厚
木
の
民
家
な
ど
を
転
々
と
し
て
秘
匿
さ
れ
続
け
、
最
後
に
世
田

谷
の
服
部
の
家
に
持
ち
込
ま
れ
た
（
稲
葉
、
一
九
六
五
、
一
〇
七
三
―
一
〇
七
四
頁
）。

そ
の
ほ
か
服
部
が
史
実
調
査
部
長
に
な
っ
て
か
ら
個
人
的
に
蒐
集
し
た
資
料
を
、
東

京
永
福
町
に
秘
匿
し
て
お
い
た
も
の
も
利
用
さ
れ
た
（
井
本
、
二
〇
〇
四
、
九
五
頁
）。 

た
も
の
よ
り
は
る
か
に
本
質
的
解
明
に
成
功
し
て
い
る
と
称
賛
し
て
い
る
。 

 

昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
に
服
部
が
死
去
し
、
史
実
研
究
所
の
所
蔵
資
料
は

昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
頃
か
ら
防
衛
庁
戦
史
室
及
び
陸
上
自
衛
隊
に
寄
託
さ

れ
た
（
井
本
、
二
〇
〇
四
、
一
〇
三
頁
）。
陸
上
自
衛
隊
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
一
部

は
、
千
葉
県
四
街
道
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
高
射
学
校
の
資
料
室
で
保
管
さ
れ
た
。
本

土
防
空
と
く
に
首
都
圏
の
防
空
に
関
す
る
も
の
が
大
多
数
を
占
め
、
こ
れ
以
外
の
分

野
は
戦
史
室
に
納
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
複
写
枚
数
よ
り
も
所
蔵
枚
数
が
大
幅
に
上
回
る
一
因
は
、
出
所
不
明

の
国
内
地
図
と
他
機
関
か
ら
の
寄
贈
地
図
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
他
機
関
と
い
う
の
が
史
実
研
究
所
に
ち
が
い
な
い
。
残
念
な
が
ら
四
万
枚
の
詳
し

い
内
訳
が
明
ら
か
で
な
く
、
四
万
枚
か
ら
複
写
枚
数
約
二
万
三
千
枚
を
引
い
た
一
万

七
千
枚
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
国
内
地
図
を
差
し
引
い
た
枚
数
が
服
部
の
史
実
研
究
所

か
ら
の
寄
贈
地
図
で
あ
ろ
う
。
一
万
七
千
枚
が
服
部
の
史
実
研
究
所
か
ら
の
寄
贈
地

図
と
い
う
説
も
あ
る
が
、『
大
東
亜
戦
争
全
史
』
の
編
纂
が
必
要
と
し
た
の
は
海
外
の

戦
場
を
カ
バ
ー
す
る
地
図
で
、
国
内
地
図
は
い
く
ら
も
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
み

ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
史
実
研
究
所
か
ら
の
寄
贈
数
は
、
国
内
地
図
を
差
し
引
い
た
八

千
五
百
か
ら
九
千
枚
に
の
ぼ
る
外
邦
図
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。   

 

地
図
類
に
つ
い
て
み
る
と
、四
街
道
の
高
射
学
校
に
は
保
管
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

す
べ
て
戦
史
室
に
引
き
渡
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
戦
史
部
が
所
蔵
す
る
地
図
は
、

昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
に
地
理
調
査
所
が
国
土
地
理
院
に
変
わ
る
際
に
、
陸

上
自
衛
隊
第
一
〇
一
測
量
大
隊
（
現
中
央
地
理
隊
）
に
移
管
さ
れ
た
外
邦
図
を
、
昭

和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
頃
に
複
写
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
第

一
〇
一
測
量
大
隊
に
移
管
さ
れ
た
外
邦
図
は
、
二
一
六
箱
に
収
め
ら
れ
た
二
三
、
一

六
一
枚
で
、
そ
う
な
れ
ば
戦
史
部
の
地
図
類
も
こ
れ
に
近
い
枚
数
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
公
称
約
四
万
枚
で
あ
る
。 

 

最
後
に
史
実
研
究
所
の
地
図
は
、
ど
の
よ
う
に
蒐
集
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
触
れ
て

お
き
た
い
。
史
実
研
究
所
の
資
料
は
、
敗
戦
後
ま
で
参
謀
本
部
や
陸
軍
省
に
残
っ
て

い
た
関
係
者
が
密
か
に
秘
匿
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
監
視
を
か
い
く
ぐ
っ
た
の
ち
、
服
部
等
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 の

個
人
的
関
係
に
よ
っ
て
寄
託
さ
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
地
図
に
も
こ
う
し
た
経

緯
に
よ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
地
図
の
大
半
は
、
厚
生
省
か

ら
防
衛
庁
戦
史
室
に
地
図
の
移
管
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
、
か
つ
て
地
理
調
査

所
か
ら
史
実
調
査
部
に
提
供
さ
れ
た
地
図
は
、
史
実
調
査
部
を
吸
収
し
た
資
料
整
理

課
が
廃
止
さ
れ
る
前
に
、
史
実
研
究
所
に
移
管
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察

さ
れ
る
。
史
実
調
査
部
（
資
料
整
理
課
）
か
ら
史
実
研
究
所
に
移
管
さ
れ
た
経
緯
は

不
明
だ
が
、
地
図
類
が
厚
生
省
の
資
料
に
な
っ
て
埋
も
れ
る
よ
り
も
、
旧
陸
軍
軍
人

が
有
効
に
利
用
し
た
方
が
よ
い
と
す
る
空
気
が
資
料
整
理
課
に
強
く
、
こ
れ
が
史
実

研
究
所
に
移
管
さ
れ
る
動
機
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
戦
史
室
が
で
き
た
と
き
、

厚
生
省
は
個
人
記
録
を
除
く
資
料
を
移
管
し
、
地
図
類
も
移
管
さ
れ
た
可
能
性
が
大

き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
服
部
が
資
料
整
理
課
長
を
や
め
る
頃
は
、
と
て
も
そ
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
な
い
状
況
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
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